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島根原子力発電所
稼働状況
2023年3月末時点

専用回線で伝送し、原子力環境センターで
集中監視をしています。

島根県原子力
環境センター
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原子力発電所周辺の空間放射線量率を連続監視する
装置で計測し、放射性物質が周辺環境に影響を与えて
いないかどうかを確認しています。

島根県では、地域住民の皆様の安全確保及び
環境の保全を図るため、環境放射線等の調査を
行っています。

環境放射線等
調査結果

島根原子力発電所周辺

2023年
４月‐６月

今期の調査結果を検討・評価したところ、

島根原子力発電所による
環境への影響は
認められませんでした。 

2023年
４月‐６月3温排水調査結果

2023年
４月‐６月1空間放射線量率

2023年
４月‐６月2 環境試料中の放射能

島根原子力発電所から放出される、温排水の環境への影響を
調査しています。

今期の調査結果を検討・評価したところ、
島根原子力発電所による
環境への影響は認められませんでした。
期間中、１～３号機とも原子炉の稼動に伴う温排水の
放出はありませんが、発電所周辺の海域における水温分
布等の調査は引き続き実施しています。

「平常の変動幅」を超える線量率が測定され
ましたが、いずれも降水等による線量率の
増加によるもので、
島根原子力発電所による環境への影響は
認められませんでした。

農畜産物、海産生物、土壌、水、塵などに含まれる放射性
物質の種類と量を測定しています。

平常の変動幅内または一般の環境で認め
られている程度の値であり、
島根原子力発電所による環境への影響は
認められませんでした。

ここを超えると、ただちに
県は、上昇した原因を
調査します。
この値は人体に影響を
与えるレベルに比べて
はるかに低い数値です。

①国が定めた
　通報基準値

②安全協定
　通報基準値
220nGy/h

※3 セシウム137以外の対象核種（54Mn、59Fe、58Co、60Co、134Cs）については検出されませんでした。
※4「平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲です。（一部試料を除く）

※5 「平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲
 です。（一部試料を除く）

〈測定結果：トリチウム〉 〈測定結果：ヨウ素131〉

モニタリングポストによる
空間放射線量率の
測定地点

線量率の測定地点00

大気中に漂っている天然放射性物質が雨などと
一緒に地上に降ってくるからです。ただし、時間と
ともに消えていき、しばらくすると元の値に戻ります。

〈測定結果：セシウム137〉

単位 測定結果 ※3 平常の変動幅※4
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雨や雪が降ると、なぜ空間放射線量が増える？

モニタリングポスト
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測定試料 単位 測定結果 ※3 平常の変動幅※4
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測定試料 単位 測定結果 平常の変動幅※5
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測定試料 単位 測定結果
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測定試料
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＊前年度までの2年間以上
（5年間を上限とする）の
全データを統計処理した
範囲。測定値が上限値を
超えた場合は原因調査を
行い、原子力発電所の
影響の有無を確認します。

③測定値範囲 最高値
④測定値範囲 平均値
⑤測定値範囲 最低値
   （③④⑤は全て４月～６月）

⑥平常の変動幅＊上限値

（誤）

（誤） （正）

（正）

4.1～6.04.1～8.9mBq/㎥

アトムの広場No.135（2022年9月発行）、No.138（2023年6月発行）に誤りがありました。
ここに深くお詫びし、下記のとおり訂正させていただきます。お詫びと訂正

単位 測定結果測定試料
1.9～3.9
0.35～0.81

mBq/㎥
Bq/ℓ

大気水（捕集水濃度）
大気水（大気中濃度）

単位 測定結果測定試料
1.9～3.9
0.35～0.81

mBq/㎥
Bq/ℓ

大気水（大気中濃度）
大気水（捕集水濃度）

●３ヶ月間の測定値における最高値と最低値を表記しています。 ●平均値（１～３月）は各月の平均値を平均したものです。 ●測量地点の番号と名称は上記MAPと連動しています。
※1 3古浦は、機器故障により、６月のデータが欠測となったため、２ヶ月間（4、5月）の測定値をもとに表記しています。　※2 8末次は、松江市役所の建て替え工事に伴い、しばらくの間、欠測になります。なお、工事期間中は可搬型モニタリングポストで測定を行っています。 

【アトムの広場No.135】
「環境試料中の放射能」分析結果
大気水 測定結果（トリチウム）

【アトムの広場No.138】「２ 環境試料中の放射能」 〈測定結果：トリチウム〉大気水
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原発の安全対策の
状況について
ご紹介します！

10.0m/s

剛壁

10.0m/s

10.0m/s

詳細な解析等により、
許可された方針が
実現できることを
確認します

加速度

加速度

土圧

土圧

【ケース④】
斜め船首衝突

【ケース①】
船首衝突

【ケース③】
真横衝突

【ケース②】
船尾衝突

【ケース⑤】
斜め船尾衝突

10.0m/s10.0m/s

２次元有限要素法モデル（従前） ３次元構造解析モデル

：加速度抽出位置

島根原発の安全対策は、
どのように確認されて
いるの？

安全対策に関する方針が国に許可され、
方針を実現するための工事計画もとりまとめられています。
現在は手順・体制の審査や、現場の検査等が進められています。

安全対策の内容は確認済です問題は無い？ 進んでる？

島根２号機の安全対策の一つである防波壁を例に、国の審査の流れをご紹介します。

安全対策等に関する設計方針（基本
方針）が、規制基準に適合しているかを
審査

原子炉設置変更許可 ［令和３年９月許可済］

漁船の衝突解析モデル（例）

防波壁の構造解析モデル（例）

安全対策の内容は、
許可の時点で決まるんだね！

適切に検査しているかは、
国も確認しています

防波壁の設計方針

設計および工事の計画認可 

防波壁の詳細設計の例（設計方針①・②・③関係）

保安規定の変更認可

実際の現場工事や体制等が、認可
したとおりに実現できているかを
現場で検査

使用前事業者検査 

検査の例

現場検査のイメージ

防波壁に関する審査の例（設計方針②関係）

•最大規模の地震が起きても、防波壁の各部に
かかる力が許容範囲内に留まり、ヒビ割れ
等による漏えいが生じないことを確認

•漁船の重さを57トン（総トン数19トンの３倍）
　に設定した上で、考え得るどんな速度・角度
で衝突してもヒビ割れ等による漏えいが生じ
ないことを確認

•新たに設置した安全対策設備の構造検査
（材料、外観、寸法等の検査）　

•新たに設置した安全対策設備の
　性能検査（設備の試運転等）

①最大規模の地震（820ガル）が起きても、
ヒビ割れ等による漏えいが生じないように
する。

②最大規模の津波（高さ11.9ｍ）が来ても、
高さ15ｍの防波壁で原発敷地内の浸水を
防ぐ。

③津波によって漂流する可能性がある周辺
漁港の漁船（最大で総トン数19トン）が
衝突しても、ヒビ割れ等による漏えいが生じ
ないようにする。

•津波への対応に必要な要員の
配置・教育訓練の実施

•日常的な防波扉および水密扉の
閉止状態の管理および点検の
実施

•大津波警報が発令した場合の
対応手順、体制の整備

各施設・機器の設計および工事の計画
（詳細設計）が、許可した方針のとおりに
できているかを審査

手順書や保安規定（発電所ルール）に、
許可した安全対策に必要となる手順・
体制が反映されているかを審査防波壁（海抜高さ15m）
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［設備の性能・機能検査］

［土木構造物（防波壁等）の検査］

［水密扉の閉止］
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